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Ａ．研究目的 

 摂食嚥下障害は、重度化した場合、摂食嚥下リハビリテーションを実施しても、治癒する可能性は必

ずしも高くない。生涯、地域で安心して食事が摂れるためには、早期に摂食嚥下障害のリスクを判定し、

適切な指導、ケア、医療に結びつけることで重度化を予防する必要があり、そのための摂食嚥下機能評

価表を作成した。 
 

 

Ｂ．研究方法 

 大熊ら（日本摂食嚥下リハビリテーション学会会誌：2002)の開発した摂食嚥下機能評価表を参考とし

て、区内で用いるための検診表を作成した。 
（倫理面への配慮） 

尚、当該研究においては地域をつなぐことが目的であり、患者データをとるものではないが、東京医科

歯科大学歯学部倫理審査委員会に審査をかけたところ、倫理審査不要との通知を受けている（受付番号

1168 番）。 

 

Ｃ．研究結果 

軽度摂食嚥下障害者向けの検診表の作成にいたった（スライド１）。  

 
Ｄ．考察 

新宿区としては、地域の摂食嚥下障害者に対する対策を、区高齢者保健福祉計画に記載し、行政計画 
として、地域でのシステムづくりに取り組んでいる(スライド 2)。まずは摂食嚥下機能評価表（飲みこみ

チェックシート）を用いて実際に早期から予防的に介入するプログラムの必要性を推測するとともに、

地域で摂食嚥下障害を持つ患者を支える仕組みづくりに取り組んでいきたい。 
 

Ｅ．結論 

軽度摂食嚥下障害者向けの評価表が作成できた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 現在のところ報告すべき情報はない。 

 

 

 

研究要旨 
加齢等による摂食嚥下障害発現のリスクを早期に発見し、介入するための摂食嚥下機能

評価表を作成した。作成したチェックシートにより、嚥下機能の低下をスクリーニング

することで、予防的な取り組みを行うことにつながると考えられた。さらに、都内区部

において、地域として生涯、安全に美味しく食事が摂れるための摂食嚥下機能支援体制

を構築し、軽度摂食嚥下障害者に早期介入する行政の仕組みを検討した。 
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Ｇ．研究発表 

１．論文発表 
1． 矢澤正人：新宿ごっくんプロジェクト―地域における摂食嚥下機能支援システムの構築に向け

て,Journal of Clinical Rehabilitation, Vol.23,No.9,2014.9 
２．学会発表 
1． 矢澤正人、他：行政主導による摂食・嚥下機能支援体制の構築に向けて（２）―多職種連携の推進を

目的としたグループワーク型研修の実施について―、日本摂食嚥下リハビリテーション学会第 19 回

学術大会,2013 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得 
なし 

2. 実用新案登録 
 なし 
3.その他 
 なし 

 

 

 
（スライド 1） 
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（スライド 2） 
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